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Follow-up of the videophone-supporting for dementia patients and their care givers
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71.4% であった．患者と家族の基本属性は表 2 のとお
りである．Skype またはフレッツは Skype 群 7 家庭
（47%），フレッツ群が8家庭（53%）であった．患者









































































間は 1 ～ 3 カ月未満と， 3 ～ 6 ケ月未満が 1 名ずつ
であった．








図 1．終了後年数，使いやすさ 図 2．満足度
表 2　テレビ型別の基本属性
テレビ型 Skype（N=7） フレッツフォン（N=8）
患者 主介護者 患者 主介護者
年齢（歳）
Mean（SD）［range］
81（4.1）［75-86］ 66（9.1）［55-75］ 82（4.8）［75-91］ 70（14.6）［43-81］
性別（M/F） 4/3 1/6 5/3 1/7
配偶者との続柄（名）
（配偶者 / 子 / 嫁）
　 4/2/1 　 5/1/2































































































ると，終了後 1 ～ 2 年未満と， 2 年以上の家庭はほ
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